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那覇市の面積…

沖縄県の面積…約2,282km2

沖縄本島

人口…約146万人

41.46㎞2（1.8％）

人口…約31万人（22％）

人口密度…約7,668人/㎞2

★人口および人口密度…沖縄No,１★

１．はじめに
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国際通り
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若狭小学校地区 国道58号

首里城

那覇うみそらト
ンネル

南
北

約
8
㎞

東西 約10 ㎞



目 次

１．はじめに ～那覇市の概要について～

２．若狭小学校地区の概要

３．若狭小学校地区のこれまでの取り組み

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み
～ゾーン30プラスへ～

５．まとめと今後の展望

若狭小学校地区の交通安全対策について



沖縄戦の影響で多くが焼け出される。 (1944年)
米軍からの返還 (1951 ～ 1952年)
区画整理事業による面的整備の実施 (1955年 ～)

２．若狭小学校地区の概要

戦災復興土地区画整理事業エリア（那覇第一地区） 1955年～

若狭市営住宅

1956年

那覇うみそらトンネル

2011年

那覇クルーズターミナル

2014年

那覇クルーズターミナル

若狭市営住宅那覇うみそらトンネル

若狭小学校地区



２．若狭小学校地区の概要

那覇西道路

至国道58号

若狭小学校地区

若狭小学校

市営住宅

若狭公民館・
図書館

海浜公園

若狭公園

若狭1丁目

若狭2丁目

若狭3丁目
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３．若狭小学校地区におけるこれまでの取り組み

那覇中学校

若狭
小学校

路側帯のカラー舗装

交差点カラー舗装

ハンプ

シケイン（クランク型）

ゾーン30

若狭小学校地区

出典 ： 国土地理院地図 路側帯のカラー舗装

クランク型整備

交差点のハンプやカラー舗装

凡例

・あんしん歩行エリア・コミュニティ道路

～ 区画整理以降の周辺環境の発展 ～

那覇クルーズ
ターミナル

那覇うみそら
トンネル

ゾーン30

・ゾーン30



那覇西道路

至国道58号

那覇中学校

若狭公民
館・図書館

若狭小学校

３．若狭小学校地区におけるこれまでの取り組み

問題点2
安全性・快適性が不足した歩道空間

周辺幹線道路からの車両流入
① 歩道の段差や傾斜

1

3

③ 歩道内に設置された側溝

② 街路樹による破損

2

問題点1
周辺幹線道路の渋滞による通過交通の増加

若狭２号



目 次

① 『生活道路対策エリア』への登録

② 第１回ワークショップ

③ 第２回ワークショップ

④ 第３回ワークショップ

⑤ 『ゾーン30プラス』へ

１．はじめに ～那覇市の概要について～

２．若狭小学校地区の概要

３．若狭小学校地区のこれまでの取り組み

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み
～ゾーン30プラスへ～

５．まとめと今後の展望

若狭小学校地区の交通安全対策について

◆
◆

◆

◆
◆



４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

① 「生活道路対策エリア」へ登録

国、道路管理者、地域の住民、警察、学校関係者等が一体となり、経済性や施工性を考慮しな
がら、交通量及び速度の抑制、路上駐車対策、歩行空間の確保等の安全対策を検討・実施する
エリアのこと。

■「生活道路対策エリア」とは？

生活道路対策エリア
・進入抑制対策
・速度抑制対策

道路管理者

ゾーン30
・30km/hの速度規制

警察



若狭1丁目 若狭1丁目

↑ゾーン30検討中エリア

① 「生活道路対策エリア」へ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



② 第1回ワークショップ

《参加者》
・若狭小学校区まちづくり協議会
・沖縄総合事務局 南部国道事務所
・那覇警察署
・那覇市役所（道路建設課 道路管理課 市民生活安全課 学校教育課）

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



■目的

グループディスカッションの結果グループディスカッションの様子

道路の課題や問題意識を共有し、必要な対策の集約・整理を行う。

② 第1回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



通過交通経路
経路データ：ETC2.0（H31.4-R2.3）
背景地図：電子国土Web

急減速・交通事故の発生位置
経路データ：ETC2.0（H31.4-R2.3）
事故発生箇所図：ITARDA(平成24-30年度版)
背景地図：電子国土Web

☞ ETC2.0プローブデータ （提供：南部国道事務所）

通り抜けが多い

若狭2号
急ブレーキ箇所（0.3G以上）

通学路

人対車両の事故

人対車両以外の事故

エリア内 エリア外
凡例

② 第1回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

～ ワークショップにおける説明 ～



那覇中学校

若狭
小学校

出典 ： 国土地理院地図

①若狭２号
・スピードが速い
・飛び出しが多い
・歩道幅員が狭い
・歩道が歩きづらい

etc…

②若狭１丁目
・スピードが速い
・歩行空間が欲しい

etc…

① 若狭２号

③ 松山若狭線

③松山若狭線
・送迎車が多い
・違反駐車が多い

② 若狭１丁目

② 第1回ワークショップ

若狭1丁目

若狭2丁目

若狭3丁目

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

若狭２号を
どうにかしたい



現地確認状況①

② 第1回ワークショップ

～ 現地確認 ～

現地確認状況②

☞ ワークショップでまとめた
内容を配布し確認

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



② 第1回ワークショップ

☞ ワークショップだよりを配布

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



③ 第2回ワークショップ

《参加者》
・若狭小学校区まちづくり協議会
・スクールゾーン連絡協議会
・シーパラダイス共同企業体
・沖縄総合事務局 南部国道事務所
・那覇警察署
・那覇市役所（道路建設課 道路管理課 市民生活安全課）

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



～ 代表的な交通安全対策 ～

③ 第2回ワークショップ

■目的

≪ハード的手法≫
☞ ハンプ（スムーズ横断歩道） ・・・ 速度の抑制

・・・ 交通量の抑制☞ シケイン（クランク・スラローム）

≪ソフト的手法≫

☞ ゾーン３０ ・・・ 速度の抑制

☞ 路側帯の設置・拡幅 ・・・ 歩行空間の確保

Ⅱ 第１回WSで抽出された課題や問題点の対策案を具体化する。

Ⅲ 実証実験の内容や実験箇所を決定する。

Ⅰ 地域の足並みを揃えるため、地域としての方針を決定する。

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

クランク型整備



② 対策（案）の具体化 …

① 対策方針 ・・・

◆ バリアフリーに対応した歩道改良へ

◆ 通過交通・速度抑制を図る物理的デバイスの設置

若狭２号

◆

◆

『子供からお年寄りまでだれもが歩いて楽しい地域』

③ 第2回ワークショップ

■目的

Ⅱ 第１回WSで抽出された課題や問題点の対策案を具体化する。

Ⅲ 実証実験の内容や実験箇所を決定する。

Ⅰ 地域の足並みを揃えるため、地域としての方針を決定する。

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



◆ 通過交通・速度抑制を図る物理的デバイスの設置

～ 若狭2号における対策内容 ～

〇クランク型 〇スラローム（蛇行）型

シケイン型整備歩道拡幅

変更イメージ

現況

③ 第2回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

☑ 現状 ☑ 要望



～ 若狭2号における対策内容 ～

マウントアップ型 セミフラット型

◆ バリアフリーに対応した歩道改良へ

③ 第2回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



◆

若狭
小学校

☞ 候補箇所は、３箇所提示

☞ 対象路線は、「若狭２号」

☞ 実証実験は、仮設ハンプ

若狭２号

③ 第2回ワークショップ

■目的

Ⅱ 第１回WSで抽出された課題や問題点の対策案を具体化する。

Ⅲ 実証実験の内容や実験箇所を決定する。

Ⅰ 地域の足並みを揃えるため、地域としての方針を決定する。

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



～若狭2号における箇所の選定～

対策前の道路状況

実証実験イメージ

若狭公民館
・図書館

若狭
小学校

☞ 仮設ハンプのイメージ図を提示

～若狭2号における実証実験の説明～

☞ 地域に親しい「若狭公民館・図書館」で実施

③ 第2回ワークショップ

ハンプ設置イメージ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



☞ 仮設ハンプの実証実験について

～検証方法～

ハンプ設置前 ハンプ設置後 路面標示

・・・ハンプ設置の前後3日間の車両通行速度を
計測・データ分析を実施し、比較検証を行う。

仮設ハンプ

～設置について～ ・・・南部国道事務所様より仮設ハンプを借用

③ 第2回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



④ 第3回ワークショップ

《参加者》
・若狭小学校区まちづくり協議会
・沖縄総合事務局 南部国道事務所
・那覇警察署
・那覇市役所（道路建設課 道路管理課）

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



④ 第3回ワークショップ

那覇中学校

若狭
小学校

出典 ： 国土地理院地図

Ⅰ 仮設ハンプ実証実験
の結果報告

Ⅱ 若狭2号の整備計画
（案）について（合意）

■目的

① ハンプ

◆

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



～ 実験結果Ⅰ ～

☞ 仮設ハンプの実証実験の結果

76.0%
93.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

事前調査 事後調査

①ブレーキを踏んだ車両割合

25.7km/h

21.9km/h

18.0km/h

20.0km/h

22.0km/h

24.0km/h

26.0km/h

事前調査 事後調査

②平均速度

12.5%

3.9%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

事前調査 事後調査

③30km/h超過割合

※スピードガン機器の性能上16km/h以下の速度の観測が出来ない。

～ 対象期間 ～ ・・・ 2021年10月15日に交差点ハンプの設置が供用されたため前後の3日間

～ 調査内容 ～ ・・・ ビデオ観測調査およびスピードガン調査

④ 第3回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

17％増加
9割以上の車が減速!!

平均で
3.8km/h減速!!

危険な速度割合が
8.6％減少!!



Ⅱ. 実験結果
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事前調査

事後調査

全体的に4km/h程度
の減速傾向

速度抑制の効果が
期待できる。

④ 第3回ワークショップ

☞ 仮設ハンプの実証実験の結果

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

→ 速度

割
合←



那覇中学校

若狭
小学校

出典 ： 国土地理院地図

② 若狭２号

Ⅰ 仮設ハンプ実証実験
の結果報告

Ⅱ 若狭2号の道路計画
（案）について（合意）

■目的

◆

④ 第3回ワークショップ

☞ 全面的な改良

☞ 地域の合意形成

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



① 歩道の拡幅

④ セミフラット型の歩道整備② スラローム構造の線形整備

③ 歩道幅員の広い箇所への植栽

Ⅱ 若狭2号の道路計画（案）について

～ 道路計画（案） ～

4

ＣＬ

路肩路肩歩　道 車　道 車　道 歩　道

1700
小型自動車

1700
小型自動車

1,500 5002,5002,500 1,500500

現況平面図 計画平面図

歩道幅（左）
1.5m～2.5m

歩道幅（右）
2.5m～1.5m車道幅 5ｍ

歩道幅（左）
1.5m

歩道幅（右）
1.5m車道幅 6ｍ

① 歩道の拡幅

④ セミフラット型の歩道整備② スラローム構造の線形整備

③ 歩道幅員の広い箇所への植栽◆

④ 第3回ワークショップ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

◆

◆

◆



① 歩道の拡幅

④ セミフラット型の歩道整備② スラローム構造の線形整備

③ 歩道幅員の広い箇所への植栽

～ 道路計画（案） ～

2.5ｍ

1.5ｍ

1.5ｍ

2.5ｍ

2.5ｍ 1.5ｍ5.0ｍ

5.0ｍ

◆

◆

④ 第3回ワークショップ

Ⅱ 若狭2号の道路計画（案）について

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

★合意

ワークショップだより
地区全体へ情報共有へ

マウントアップ型 セミフラット型

◆



規制中【令和４年度】
（標識・標示設置済）

規制予定【令和８年３月】
（標識・標示設置予定）

那覇中学校

若狭
小学校

出典 ： 国土地理院地図

※（注意） 道路標識や路面

標示を設置してからの効力
発現となる。

⑤ 『ゾーン30プラス』へ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

若狭2丁目

若狭3丁目

ゾーン30 ・・・2012(平成24年度)指定

ゾーン30プラス・・・2021(令和３年度)指定

若狭２号
（工事中）

2021(令和3)年度
指定調整済

若狭1丁目



～施工状況について～

那覇中学校

若狭
小学校

出典 ： 国土地理院地図

シケイン（スラローム）
施行済み

ハンプ（スムーズ横断歩道）
施行済み

シケイン（スラローム型）

ハンプ（スムーズ横断歩道）

⑤ 『ゾーン30プラス』へ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～

② 若狭２号



～朝の通学風景～

立哨風景
（その１）

立哨風景
（その２）

交差部
ブレーキ
（その１）

交差部
ブレーキ
（その２）

⑤ 『ゾーン30プラス』へ

４．さらなる交通安全対策に向けた取り組み～ゾーン30プラスへ～



令和４年度 那覇市建設技術向上発表会
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若狭小学校地区の交通安全対策について



那覇中学校

若狭
小学校

ｿﾞｰﾝ30ﾌﾟﾗｽ看板
路面表示

最高速度30km/h区域規制

路側帯のカラー舗装

交差点カラー舗装

ハンプ

ハンプ（スムーズ横断歩道）

シケイン（クランク型）

シケイン（スラローム型）

出典 ： 国土地理院地図

１．コミュニティ道路の整備
☞ シケイン（クランク）
☞ ハンプ

２．あんしん歩行エリア
☞ 路側帯のカラー化
☞ 交差部の着色

４．生活道路対策エリア

５．WS（第１回～３回）
☞ ハンプ実証実験
☞ 整備計画（案）の

合意形成

６．若狭２号の事業実施
☞ 地区内連携補助

７．ゾーン30プラスへ
☞ 若狭２，３丁目

８．ゾーン30プラスへ
☞ 若狭１丁目

３．ゾーン30（２、３丁目）

５．まとめと今後の展望
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那覇中学校

若狭
小学校

ｿﾞｰﾝ30ﾌﾟﾗｽ看板
路面表示

最高速度30km/h区域規制

路側帯のカラー舗装

交差点カラー舗装

ハンプ

ハンプ（スムーズ横断歩道）

シケイン（クランク型）

シケイン（スラローム型）

出典 ： 国土地理院地図

５．まとめと今後の展望

１．コミュニティ道路の整備
☞ シケイン（クランク）
☞ ハンプ

２．あんしん歩行エリア
☞ 路側帯のカラー化
☞ 交差部の着色

４．生活道路対策エリア

５．WS（第１回～３回）
☞ ハンプ実証実験
☞ 整備計画（案）の

合意形成

６．若狭２号の事業実施
☞ 地区内連携補助

７．ゾーン30プラスへ
☞ 若狭２，３丁目

８．ゾーン30プラスへ
☞ 若狭１丁目

３．ゾーン30（２、３丁目）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

さ
ら
な
る
取
り
組
み(

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
へ)

整備・活動内容
◉ シケイン（クランク、スラローム）整備
◉ 交差点・路側帯のカラー舗装化
◉ 物理的デバイス（ハンプ）の設置
◉ 路面の強調標示（止まれ）
◉ セミフラット型歩道
◉ 立哨活動(地域)

導入施策
◉ (2003.7～) あんしん歩行エリア
◉ (2013.2～) ゾーン30（若狭2・3丁目）
◉ (2020.7～) 生活道路対策エリア
◉ (2021.4～) 交通安全対策補助制度（地区内連携）
◉ (2022.3～) ゾーン30（若狭1～3丁目）
◉ (2022  ～) ゾーン30プラス（若狭1～3丁目）

☞ まとめ

児童等を中心とした歩行者にとって安全で安心な歩行空間を創出するた
め、警察や地域住民等と一体となって交通安全対策に努めてきた。

☞ 今後の展望

若狭2号に限らず、地区全体における安全対策の見直し・強化のため、今後
も地域住民等と連携しながら最善な対策を検討・実施する。

那覇市全体においても安全・安心な道路空間を創出できるよう、地域関係者
の協力も仰ぎながら、今後も道路改良に尽力する。



ご静聴ありがとうございました。

「ゾーン30プラス」実務者向けセミナー


